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春
の
訪
れ 

 

冬
か
ら
春
へ
、
心
地
よ
い
風
と
暖
か
な
日
差
し
が
背
中
を
優
し
く
包
ん
で
く
れ
ま
す
。
季
節
は

行
き
つ
戻
り
つ
し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
着
実
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
早
咲
き
の
河
津

か

わ

づ

桜
ざ
く
ら

に

染
井
吉
野

そ

め

い

よ

し

の

、
菫

す
み
れ

、
蒲
公
英

た

ん

ぽ

ぽ

、
蓮
華

れ

ん

げ

草
そ
う

も
咲
き
は
じ
め
ま
し
た
。
土
筆

つ

く

し

、
菜 な

の
花

は
な

、
蕗

ふ
き

の
薹

と
う

と
い

っ
た
天
地
の
恵
も
楽
し
め
ま
す
。 

間
も
な
く
本
格
的
な
春
の
訪
れ
で
す
。
希
望
に
満
ち
た
旅
立
ち
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
色
と

り
ど
り
の
花
が
咲
き
、
徐
々
に
カ
ラ
フ
ル
に
染
ま
る
街
角
。
自
然
と
心
も
明
る
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
始
ま
る
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
胸
に
秘
め
た
思
い
を
春
風
に
の
せ
て

大
空
に
羽
ば
た
き
ま
し
ょ
う
。 

 

寳
生
寺
は
平
安
時
代
の
承
安

じ
ょ
う
あ
ん

元
年
（
一
一
七
一
年
）
、
覺

か
く

清
法
印

せ
い
ほ
う
い
ん

に
よ
り
開
創
さ
れ
ま

し
た
。
当
地
の
領
主
だ
っ
た
平
子

た
い
ら
こ

氏 し

の
保
護
に
よ
り
檀

だ
ん

林
所

り
ん
じ
ょ

と
し
て
栄
え
、
天

て
ん

正
し
ょ
う

十
九
年

（
一
五
九
一
年
）
に
は
、
徳
川
家
康
か
ら
寺
領
十
石
の
御
朱
印
状
を
拝
領
し
ま
し
た
。
慶
長

け
い
ち
ょ
う

十
四
年
（
一
六
〇
九
年
）
に
は
、
伊
豆
・
相
模
・
武
蔵
三
ヶ
国
に
お
け
る
真
言
宗
法
談
所

三
十
四
院
の
一
つ
に
定
め
ら
れ
た
本
寺
格
の
寺
院
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

本
堂
は
天
文

て
ん
ぶ
ん

五
年
（
一
五
三
六
年
）
創
建
、
延
宝

え
ん
ぽ
う

八
年
（
一
六
八
〇
年
）
に
再
建
さ
れ

た
も
の
で
す
。
梵
鐘

ぼ
ん
し
ょ
う

は
元
禄

げ
ん
ろ
く

八
年
（
一
六
九
五
年
）
に
鋳
造
さ
れ
、
太
平
洋
戦
争
中
も
特

別
保
存
梵
鐘
と
し
て
金
属
供
出
を
免
れ
ま
し
た
。
寳
生
寺
の
寺
林
は
、
商
店
街
や
住
宅
密

集
地
の
中
に
あ
っ
て
静
か
な
佇
ま
い
を
残
し
て
い
ま
す
。
椨

た
ぶ

の
木 き

、
ス
ダ
ジ
イ
な
ど
の
常

緑
樹
に
よ
る
森
林
が
維
持
さ
れ
て
お
り
、
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

神社･仏閣･教会紹介 

高野山真言宗 青龍山 寳生寺 

 

横
浜
市
南
区
堀
ノ
内
町
一
ー
六
十
八 

 

【
株
式
会
社
清
水
康
益
社
】 

せいりゅうざん ほうしょうじ 

     鐘楼            本堂 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

麻
生

あ

さ

お

不
動
院

ふ
ど
う
い
ん 

だ
る
ま
市 

麻
生
不
動
院 

だ
る
ま
市 

麻
生
不
動
院 

だ
る
ま
市 

 
一
月
二
十
八
日
、
麻
生
区
の
麻
生
不
動
院
で
毎
年
数
万
人
が
訪
れ
る

「
だ
る
ま
市
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

最
寄
り
の
柿
生

か

き

お

駅
え
き

か
ら
麻
生
不
動
入
口
ま
で
は
増
便
さ
れ
た
バ
ス
が

ピ
ス
ト
ン
輸
送
し
て
お
り
、
不
動
院
に
通
ず
る
道
と
い
う
道
に
は
数
百
の

屋
台
が
ズ
ラ
リ
と
立
ち
並
ん
で
い
ま
し
た
。 

不
動
院
の
お
香
が
漂
っ
て
い
る
境
内
に
は
、
赤
い
色
の
〝
だ
る
ま
〟
が

と
こ
ろ
せ
ま
し
と
並
ん
で
お
り
、
と
て
も
華
や
か
で
す
。
「
よ
ー
っ
、
よ

よ
よ
い
よ
い
！
」
威
勢
の
良
い
か
け
声
と
と
も
に
火
打
石
の
音
が
鳴
り
響

き
、
店
の
人
や
来
場
者
の
活
気
で
、
い
や
が
お
う
に
も
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上

が
り
ま
し
た
。
「
七
転
び
八
起
き
」
と
い
わ
れ
る
〝
だ
る
ま
〟
は
、
何
度

倒
し
て
も
起
き
上
が
る
こ
と
か
ら
、
無
病
息
災
や
家
内
安
全
の
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

昨
年
は
旭
区
の
白
根
不
動
尊
の
〝
だ
る
ま
〟
の
お
か
げ
で
一
年
間
無

事
に
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
平
成
か
ら
新
元
号
に
引
き
継
が
れ
る

今
年
は
、
さ
ら
に
大
き
く
飛
躍
で
き
る
の
で
は
？
と
期
待
し
て
、
一
回
り

大
き
い
サ
イ
ズ
の
〝
だ
る
ま
〟
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。 

川崎市 
麻生区 

 

地 域 情 報 コ ー ナ ー 

二
月
十
六
日
、
港
北
区
の
春
を
告
げ
る
恒
例
行
事
「
大
倉
山
観
梅
会
」
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
大
倉
山
梅
林
は
、
東
急
東
横
線
の
大
倉
山
駅
か
ら
歩
い

て
約
七
分
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
梅
林
に
は
四
十
六
種
類
、
約
二
二
〇
本

の
梅
の
木
が
あ
り
、
二
月
中
旬
か
ら
三
月
中
旬
に
見
頃
を
迎
え
ま
す
。 

会
場
に
着
く
と
早
咲
き
種
や
開
花
し
始
め
た
中
咲
き
種
の
梅
が
爽
や
か
な

香
り
を
放
っ
て
い
ま
し
た
。
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
保
育
園
児
の
ダ
ン
ス
や

歌
、
小
学
生
の
ソ
ー
ラ
ン
節
、
地
元
愛
好
家
に
よ
る
和
太
鼓
や
獅
子
舞
な
ど

が
披
露
さ
れ
、
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
観
梅
会
の

会
場
の
至
る
所
に
は
出
店
ブ
ー
ス
が
あ
り
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

地
元
高
等
学
校
茶
道
部
の
学
生
が
和
服
姿
で
お
も
て
な
し
を
す
る
野
点

の

だ

て

の

ブ
ー
ス
や
、
地
元
商
店
街
に
よ
る
大
倉
山
梅
林
の
白

し
ら

加
賀

か

が

梅
う
め

で
作
っ
た
梅
酒

「
梅
の
薫
」
の
試
飲
販
売
ブ
ー
ス
が
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。 

大
倉
山
梅
林
は
周
囲
を
小
高
い
丘
に
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
、
高
い
ビ
ル
な

ど
が
あ
ま
り
見
え
ま
せ
ん
。
の
ど
か
な
自
然
の
景
色
の
中
で
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
年
は
寒
さ
の
せ
い
か
開
花
の
ペ

ー
ス
が
ゆ
っ
く
り
で
、
観
梅
会
の
時
に
は
四
分
咲
き
で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
楽

し
む
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。 

大
倉
山
観
梅
会 

港北区 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

中
学
生
職
業
体
験｢

港
南
消
防
署｣ 

 
一
月
二
十
四
日
、
横
浜
市
立
笹
下
中
学
校
二
年
の
生
徒
（
男
子
八
名
）

が
港
南
消
防
署
を
訪
問
し
、
職
業
体
験
を
行
い
ま
し
た
。 

午
前
中
は
、
地
域
・
事
業
所
に
対
す
る
防
災
指
導
、
防
火
対
象
物
の
立

入
検
査
や
建
物
の
消
防
設
備
な
ど
火
災
予
防
に
関
す
る
こ
と
を
学
び
、
港

南
区
総
合
庁
舎
の
自
動
火
災
報
知
設
備
、
屋
内
消
火
栓
設
備
、
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
設
備
な
ど
の
消
防
用
設
備
の
設
置
状
況
を
見
学
し
ま
し
た
。
午
後

は
、
一
階
ガ
レ
ー
ジ
前
に
移
動
し
て
、
通
信
室
や
消
防
車
・
救
急
車
を
見

学
。
続
い
て
基
本
の
動
作
で
あ
る
訓
練
礼
式
、
ホ
ー
ス
取
扱
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
重
い
防
火
衣
と
空
気
呼
吸
器
を
着
装
し
て
の
放
水
訓
練
で
は
、

し
っ
か
り
と
筒
先
を
持
ち
、
水
圧
に
負
け
ま
い
と
前
傾
姿
勢
を
取
り
、
シ

ャ
ッ
タ
ー
に
向
け
て
放
水
し
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
、
消
防
署
員
か
ら
「
消

防
署
に
来
て
勉
強
し
体
験
し
た
こ
と
は
、
将
来
と
て
も
大
切
に
な
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
防
災
知
識
を
身
に
つ
け
て
地
域
の
防
災
リ

ー
ダ
ー
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

今
回
の
職
業
体
験
で
は
、
笹
下
中
学
校
の
生
徒
が
消
防
署
員
の
話
を
真

剣
な
表
情
で
聞
き
、
積
極
的
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

将
来
を
担
う
中
学
生
に
と
っ
て
港
南
消
防
署
に
お
け
る
職
業
体
験
は
、
消

防
・
救
急
業
務
の
大
切
さ
を
肌
で
感
じ
る
有
意
義
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。 

港南区 
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思
金
神
社 

節
分
祭 

栄区 

 

お
も
い
か
ね
じ
ん
じ
ゃ 

二
月
三
日
、
栄
区
上
郷
町
の
思
金
神
社
で
、
豆
を
ま
い
て
病
気
や
邪
気
を

払
う
「
節
分
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

本
殿
で
神
事
が
執
り
行
わ
れ
た
後
、
一
斉
に
豆
ま
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。

福
豆
を
つ
か
も
う
と
両
手
を
上
げ
て
待
ち
か
ま
え
て
い
る
参
加
者
に
、
福
男

や
福
女
た
ち
が
「
福
は
内
！
福
は
内
！
」
と
唱
え
な
が
ら
、
勢
い
よ
く
福
豆

を
投
げ
る
と
、
大
人
も
子
ど
も
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
追
い
か
け
て
い
ま
し

た
。
豆
ま
き
が
一
段
落
す
る
と
、
今
度
は
野
菜
や
果
物
、
お
菓
子
、
日
用
品

や
雑
貨
な
ど
が
次
々
と
投
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
に
、
会

場
は
さ
ら
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
「
福
」
を
得
よ
う
と
す
る
大
人
や
子
ど

も
の
迫
力
に
押
さ
れ
っ
ぱ
な
し
で
し
た
が
、
辛
抱
強
く
待
っ
た
甲
斐
も
あ

り
、
福
豆
と
素
敵
な
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
自
宅
に
帰
り

楽
し
か
っ
た
一
日
を
振
り
返
り
な
が
ら
「
恵
方
巻
き
」
も
食
べ
ま
し
た
。 

思
金
神
社
の
「
節
分
祭
」
は
、
誰
も
が
参
加
で
き
る
神
事
の
一
つ
で
あ
り
、

子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
日
本
の
伝
統
文
化
に
接
す
る
良
い
機
会
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
が
「
福
」
を
手
に
笑
顔
で
帰
っ
て
い
く
姿
が
と

て
も
印
象
的
で
し
た
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女 声 合 唱 教 室 
 

      松田 けい子 先生  
指揮・指導 松田 けい子 

ピアノ伴奏 杉山 美穂 

 楽しく歌って若々しくをモットーに 

和気あいあい歌っています。只今、メンバー

を大募集中です。 貴女もご一緒に！！ 

 ♪女声合唱「それいゆ」 

◆日 時 毎月第 2・第 3 火曜日  

午前 10 時～12 時 

◆場 所 永谷地区センター 

♪お気軽に一度ご見学ください。 

◆問合先 松田けい子 ＴＥＬ 045-353-7584 

 
 

パ ス テ ル 画 教 室  
 

     小芝 恵美 先生  
下描きしないで指でぼかし 

ながら描いていきます。 

初心者歓迎・無料体験あります。 

☆港南中央教室 

（毎月第 1・第 3 水曜日）10 時～11 時 30 分 

☆芹が谷教室 

（毎月第 2・第 4 火曜日）13 時～14 時 30 分 

その他に野庭教室、港南台教室があります。 

詳細はお気軽にお問い合わせください。 

◆問合先 (パステル桜)小芝恵美 045-845-4812 

－三ツ沢下町－横浜－桜木町－関内－弘明寺－上大岡－港南中央－上永谷－下永谷－舞岡－戸塚 

港南区「街の先生」の会 お知らせ 
No.62 

 

 

 

 あなたと一緒に 
生涯学習  

    吉岡 幸恵 先生  

☆港南台コミュニティハウス 

☆野庭地域ケアプラザ 

☆舞岡地区センター 

生花、プリザーブドフラワー、 

ドライフラワー、アーティフィシャルフラワーなど

月に一回行っています。お気軽にご連絡ください。 

◆問合先 吉岡幸恵 ＴＥＬ 045-843-6540 

フラワーアレンジメント教室

教 室 

私たち港南区「街の先生」 
の会は、持っている豊富な 
知識・技術・体験を基に、 
多くの活動から育んだ「人

ネットワーク」を財産に、区民の皆様のお
役に立つ生涯学習支援者として、自らも学
びながら地域社会に貢献したいと願って
います。どうぞ、ご一緒に！ 
～「街の先生」募集中～ 
港南区近隣で教室を開いている方で、港南
区が提唱する「街のアドバイザー」に登録、
又は登録できる先生……私たちと一緒に
活動しませんか！ 
問合先 ＴＥＬ 045-843-6540／吉岡幸恵 

 

楽しみを見つけたいあなた! 

気軽にお問い合わせください！ 

愉 快 な 似 顔 絵 

 やまさき 昭 先生 
 
仲間と一緒に似顔絵を描いています 

【元気はつらつフェスタ】荒天時は中止 

 ◆日 時 ３月 16 日(土)～17 日(日) 

 11 時～15 時 

 ◆場 所 横須賀中央駅前広場 
 

第８回シャドウボックス作品展 

 小野 かつよ 先生 
 

◆日 時 3 月 13 日（水）～18 日（月） 

     11 時～18 時（最終日は 15 時まで） 

◆場 所 みなとみらいギャラリーA 

4 年半ぶりのグループ展と 

なります。友禅和紙を立体 

にすることにより華やかさ、 

渋さが一層引き立ちます。 

◆問合先 小野かつよ ＴＥＬ 045-841-2130 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

◆消防団とは 
消防団員は、常勤の消防職員とは異なり普段は本 

業の仕事や家事を行いながら、その居住地、勤務 

地である地域特性の知識を生かし、消火や救助な 

どの災害時に活動する非常勤の地方公務員です。 

◆消防団の活動 
〔普段の活動〕学校での救命講習や町内会単位で 

実施するイベントでの防火・防災講習など、地域 

の皆様と身近なところで活動しています。 
 
◆災害発生時の活動 
火災発生時の消火活動のほか、地震や風水害など 

の自然災害発生時の救助・救出活動、警戒活動、 

避難誘導などを行っています。 

◆報酬等 
年額報酬・出動報酬といった活動に対する報酬が 

支給されるとともに、消防団活動中において負傷 

した場合などの補償制度があります。 

また、「かながわ消防団応援の店」などの消防団 

活動を応援していただいている各店舗等からの 

サービスが受けられます（詳しくはホームページ 

『かながわ消防団応援の店』をご覧ください）。 

港南消防団では地域防災力を向上させるため、消防団員を募集しています。 

防火・防災活動にご協力いただける方はぜひ連絡ください。 

【港南消防団 定数 285 人 Ｈ31 年３月 1 日現在 301 人】 

 

 

◆港南消防団員への入団要件 
・港南区内にお住まいの方（勤務先等が区外、 

市外でも大丈夫です） 

・港南区内に通勤･通学されている方（お住まい 

が港南区外でも大丈夫です） 

上記のどちらかの条件で、18 歳から 70 歳未満 

の健康な方であれば、男女問わず 

どなたでも港南消防団員になることができます。 

 問い合わせは 港南消防署 庶務課 消防団係 

TEL 045-844-0119 

サバス通信は、横浜市営地下鉄(ブルーライン) 改札口フリーポストにあります。 片倉町－三ツ沢上町 

 

大規模災害対応訓練 
 

二月四日、港南消防団と港南消防署は、大

規模災害により、港南区内において複数の被

害が同時発生したと想定した「大規模災害対

応訓練」を資源循環局港南事務所において行

いました。 

今回の訓練は、消防団本部が先着した消防

隊より活動依頼を受けた時点から、約25分間

で出場、活動、撤収までを実施するもので、

団員たちは実践さながらに取り組んでいま

した。また、無線機を使っての消防団本部と

分団本部、分団本部と各班の情報伝達の難し

さについても再確認されました。 

地域の安全・安心を担う消防団。団員たち

の終始真剣な表情は頼もしく感じました。

「自分たちの地域は自分たちで守る」という

意識を持つことは大切なことだと思います。 
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第
一
二
五
回 

ナ
ン
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ー
プ
レ
イ
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【12】 【20】 縦・横・太枠内に、１から９までの数字が 

一つずつ入ります。二重枠の数字を足した 

数が答えです。難問・レギュラーと明記し 

葉書に答えを記入のうえ「〒233-0004  

横浜市港南区港南中央通 4-11 ㈱清水康益社 

サバス通信編集部」へ。難問正解 7 回達成、 

レギュラー正解１0 回達成毎 

に粗品を進呈いたします。 

出題は 勝葉讃
かっぱさん

 です！ 

御便りを 
書き添えてね 

※
締
め
切
り
三
月
二
十
五
日
消
印
有
効 

1 7 2

3 8 9

5 4 6

作成手順 

シンプルな花器に桜だけを飾りま

す。花器の下に春らしい、包装紙

やクロスを敷いて下さい。 

桜は桜だけで絵になりますが、あ

えて足すのであれば、足元にコデ

マリ、ユーカリ、アカシアなど、

垂れ下がるような枝物を一緒に入

れてもいいです。 

 自宅にいながらお花見を 
 

磯子センター 横浜市磯子区磯子 2-29-29 TEL045-750-0879 FAX045-754-8791 

 

冠婚葬祭用生花専門店 株式会社 花久本店 

〖コーセイ会 フラワーアレンジメント講師 今井久子先生作品〗 

 ３      ８ ９ 

  ９    ６   

   ６ ３   ５  

  １  ６    ８ 

   ９  ２    

７    ５  ２   

 ８   ７ ６    

  ６    １   

９ ２      ３  
 第

一
二
四
回
（
二
月
一
日
号
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ス
解
答 

 

使用花材  桜、コデマリ 

使用材料  シンプルな花器、 

包装紙かクロス 

春の陽気を感じながら、外でお花見も楽しいですが、自宅でも 

桜を楽しみませんか？ 

目の前で桜の開花を見ると、新たな発見もあるかもしれません。 



                           
                    

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
                                                                                                                                   

 

 

 

    
 

 

第 93 回 

回 

里芋でひと工夫。先月の「里芋の明太子和え」に続いて、カレー

味の「里芋の唐揚げ」にしてみました。 

作り方 

①里芋をよく洗い皮がついたまま、竹串が中までスッと通るまで茹でる。 

②粗熱を取り、手で持てるぐらいまで冷めたら皮をむき、食べやすい大きさに切っておく。 

③ボールに※印を入れて混ぜる。そこへ茹でた里芋を入れて混ぜ合わせ 30分くらいつけておく。 

④揚げ油に火を入れ温度が上がってきたら、③で味付けをしている里芋に片栗粉をつけて揚げる。 

⑤火が通った里芋を使っているので、里芋の周りがカラッと揚がったら出来上がり(o^^o)  
 

今回はカレー粉を使いましたが、麺つゆやお醤油だけでも美味しいのでお試しください。 

さんれんきゅう なんもんパズルで おわりつげ 
 

難問は１マス１つの数字の選択をしながら 14 通り目でやっと 

解答できたら連休が終わった。 

これがしがない人生か？ 充実人生か？ それが問題だ  

  （茅ケ崎市 M．M．さん） 

 

ナンプレ三昧の３連休……お疲れ様でした。 

出題者の河童讃や検証スタッフにとってナンプレは、 

仕事なのか？ 遊びなのか？ それが問題です。 

（サバス通信編集部） 

（カレー味バージョン） 

材料（2 人前） 

里芋 2個（里芋によって個体差があるので約直径 10センチ) 

※カレー粉  大さじ 1     片栗粉    大さじ 3 

※水     大さじ 1     揚げ油    適量 

※麺つゆ   大さじ 2 

 身の回りでおきた心温まるエピソード・港南区や近隣の穴場紹介・御薦めの料理レシピ・当社

に対する御質問などありましたら 「〒233-0004 横浜市港南区港南中央通 4-11   ㈱清水康益社 

サバス通信編集部」まで御寄せください！！ 御待ちしております。 

なお、ご希望の方には郵送するサービスも行っていますので、お気軽にお問い合わせください。 

『サバス通信』を、もっともっと身近なものに感じていただけたら幸いです。 ☎045-842-1140 



                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

 

 

入会金５００円 年会費１,５００円にて受付中 

・初年度は入会金と年会費 3 年分をあわせて 5,000 円前納 

していただきます。会員更新は 1 年毎となっております。 

・各教室の会場は、清水康益社サバスホール内です。 

和服着付   講師 村田 久美子【日本きもの着付士協会】 

書  道   講師 河村 久子   【全日本新芸書道会】 

社交ダンス  指導 男性・女性２人の講師がお教えします 

【日本ボールルームダンス協会】 

ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ 講師 今井 久子 

【松月堂古流日本総会頭、神奈川県職業訓練指導員ﾌﾗﾜｰ装飾科  

日本ﾌﾗﾜｰﾃﾞｻﾞｲﾅｰ協会講師、フラワー装飾一級技能士】 

煎茶道･聞香･古典遊戯･茶道 講師 乾 實道(宗實) 

【横浜文化教室】  

※清水康益社コーセイ会事務局 篠原 Tel. 045-842-1140 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 

一日体験できます。お気軽にご相談ください。 
教室名 日 程 時 間 参加費 備 考 

 
和服着付 ３月７日(木) 

４月４日(木) 

 
14:00~16:00 

 
無料 

 

 
書  道 ３月６日(水)  

４月９日(火) 

 
16:00~18:00 

 
本代 1 ヶ月 500 円 

 
道具持参ください 

 
社交ダンス ３月９日(土)・23 日(土) 

４月 13 日(土)・27 日(土) 

 

10:30~12:00 

 
無料 

 
シューズ持参ください 

 
ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ ３月 25 日(月)  

４月 22 日(月) 

 
13:30~15:00 

 
材料費 1500 円のみ 

3 日前までに電話連絡 

スリッパ持参ください 
 

煎 茶 道 ３月 11 日(月)・25 日(月) 

４月８日(月)・22 日(月) 

 
10:30~12:30 

茶菓子代 1000 円/回  

※主/干菓子付き 

3 日前までに連絡 

※月 1 参加可 
 

聞  香 ３月 28 日(木) 

４月 25 日(木) 

 
14:00~16:00 

香木・茶菓子代 

2000 円/回 

3 日前までに連絡 

※香道/黄檗/茶道 式 
 

古典遊戯 ３月８日(金) 

４月 12 日(金) 

 
13:30~15:30 

 
茶菓子代 1000 円/回  

3 日前までに連絡 

※投扇興･貝合･盤双六･盆石 
 

茶道体験 ３月 12 日(火)・13 日(水) 

４月９日(火)・10 日(水) 

 
13:30~15:00 

2000 円/回 

※コーセイ会員は半額 

3 日前までに連絡 

※客作法 

 

今井 久子先生 

コーセイ会のフラワーアレンジメン

トのお教室では、輝いている女子(？)

がほとんどです。高齢社会、百歳時 

代に向かって趣味や生活を楽しんで

いる方々は一緒にいて時間を忘れて

しまいます。一か月に一度ですので 

楽しい時間を一緒に過ごしませんか？

植物に触れ、パワーをもらいましょう。  

お問合せ ： 港南消防署庶務課消防団係 
電話／FAX 045-844-0119 


